
上
州
東
毛
地
域
に
お
け
る
地
域
間
関
係
と
女
子
奉
公
人

は
じ
め
に

我
が
冨
で
は
、
特
に
一
九
八

0
年
代
以
降
、
女
性
史
研
究
が
盛
ん
に
行
む
れ
て
き

た
。
そ
れ
記
倖
い
、
近
世
史
の
分
野
川
い
お
い
て
も
、
女
性
に
銭
点
を
あ
て
た
研
究
が

進
ん
で
い
る
。
中
で
も
、
女
性
の
労
働
に
関
す
る
も
の
で
は
、
長
轟
淳
子
、
菅
野
則
子
、

長
野
ひ
ろ
子
氏
ら
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
、
女
子
労
織
の
具
体
的
な
内
容
と
そ
の
時
代

的
変
化
、
男
子
労
組
欄
と
の
悲
異
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
長
野

氏
の
研
究
記
お
い
て
は
、
特
定
の

の
史
料
が
用
い
ら
れ
、

J
T
経
営
体
の

内
部
に
お
け
る
女
子
労
働
の
具
体
像
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。

本
職
で
は
、

そ
う
し
た
成
果
に
学
び
つ
つ
も
、
女
子
労
犠
の
具
体
的
内
容
や

経
営
体
内
部
に
お
け
る
男
子
労
骨
と
の
分
業
形
離
の
考
察
を
ひ
と
ま
ず
霞
き
、

主
に
商
品
流
通
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
間
関
係
の
変
化
が
及
ぼ
す
女
子
奉
公
人
の
就

労
機
会
の
変
拡
を
考
察
す
る
こ
と
者
躍
的
と
し
て
い
る
。

今
回
対
象
と
す
る
の
は
、
上
州
棋
生
地
方
を
中
心
と
す
る
東
毛
地
壌
(
現
在
の
群

馬
県
東
部
〉
で
あ
る
G

こ
の
地
域
は
、
一
克
文
一
一
一
年
二

八
)
に
京
都
商
障
の
高

機
に
よ
る
製
織
技
街
が
棋
生
に
訟
わ
っ
て
か
ら
そ
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
お

り
、
そ
の
為
に
商
品
流
通
形
態
や
女
子
労
働
の
内
容
、
女
子
奉
公
人
の
就
労
機
会
に

夢

綾

子

，召

も
大
き
な
変
化
が
及
ん
だ
培
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
東
毛
地
域
に
お
い
て
製
織
技
術

が
普
及
し
て
い
く
過
砲
に
お
い
て
、
東
弔
地
域
と
そ
の
起
の
諸
地
域
と
の
関
係
が
い

か
に
変
化
し
、

又
、
そ
の
こ
と
が
女
子
奉
公
人
の
就
労
機
会
の
あ
り
方
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
こ
こ
で
は
考
察
し
て
い
き
た
い
。

そ
も
そ
も
近
世
に
お
け
る
女
子
労
働
に
は
、
ど
の
様
な
労
働
形
態
が
あ
っ
た
の
だ
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ろ
う
か
。
長
島

-
菅
野
前
掲
論
文
に
は
、
近
世
に
お
け
る
農
村
女
性
の
労
鶴

と
し
て
主
主
も
の
と
し
て
、
家
事
労
働
側
・
農
業
労
働
に
加
え
て
養
護
・
製
茶
な
ど
が

文
、
長
野
氏
の
論
文
の
事
例
は
、
武
剤
多
摩
郡
伊
奈
村
の
苓
川

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

家
の
当
主
の
日
記
記
事
か
ら
、
家
内
に
お
弓
る
労
働
に
関
し
て
の
考
察
を
行
う
も
の

ー
し
た
が
っ
て
上
麗
農
の
家
の
女
性
、
当
主

-
娘
連
の
考
察
ー
で
あ
っ
た
。
こ

の
論
文
で
長
野
民
は
、
「
猿
逮
や
女
子
港
公
人
も
含
め
女
性
の
農
作
業
は
、
養
蚕
・

製
茶
労
績
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ

と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
東
毛
地
域
に
お

い
て
も
、
女
子
の
就
労
形
態
と
し
て
茶
擁
み
奉
公
や
機
織
り
奉
公
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
就
労
機
会
が
、
商
品
流
通
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
上
層
農
を
は
乙
め
と
す
る

特
定
の
家
や
個
人
の
考
察
よ
り
も
、
高
品
流
通
の
あ
り
方
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
竣

般
が
抱
え
る
織
問
題
を
捉
え
る
こ
と
を
主

際
関
採
の
変
化
と
の
関
連
か
ら
女
子
禦
公
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限
と
し
た
a

東
毛
地
方
に
お
け
る
地
境
問
欝
保

i
猿
島
地
方
と
の
関
お
り
か
ら

i

上
熊
楠
生
地
方
は
桐
生
議
物
を
癒
し
た
こ
と
で
著
名
者
増
域
で
あ
る
が
、
こ
の
地

の
取
引
討
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
最
も
官
い
文
献
は
貞
享
元

壊
に
お
い

部
{
一
六
八
四
〉
の
仕
切
で
あ
る
と
い
う
。
又
、
京
都
と
の
取
引
関
係
で
最
も
古
い

ム
ハ
九
六
)
の
仕
切
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

も
の
は
、
一
元
禄
九
年
〈

少
な
く
と
も
こ
の
頃
よ
り
江
戸
・
京
蕃
と
の
織
物
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
叫
欄
生
市
濫
蟻
及
織
物
出
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
意
、
来
年
頃
よ
り
為
謹
糸
鱗
之

帯
数
段
々
多
成
る
故
に
、
帯
請
に
関
脇
仲
間
中
手
弐
毎
年
下
る
」
と
あ
り
、
宝
永
年

中
(
一
七

O
思

3
一
七
一
一
)
に
は
、
京
都
の
問
屋
仲
間
の
手
代
が
、
重
接
買
い
付

け
仁
来
て
い
る
。
ま
た
問
書
に
よ
れ
話
、
少
な
く
と
も
享
保
頃
に
は
「
為
登
師
」
と

と
の
二
種
額
の
販
莞
形
態
が
あ
り
、
即
ち
京
へ
出
費
す
る
者
と
、
諸
国
立

売
り
歩
く
者
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
頃
の

の
具
体
的
な
出
荷
先
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
次
に
あ
げ
る
史
料
は
、
恐
ら
く

売
」
の
内
饗
を
一
本
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
史
料
ニ

土
滞
ハ
も
と
一
一
一
万
斜
の
揚
域
ニ
て
、
寛
文

四
万
五
千
娯
の
御
城
下
一
一
成
、

又

来
和
二
年
に
松
平
関
鱗
守
様
弐
万
弐
千
石
に
て
揚
域
主
た
る
土
地
な
れ
そ
御

城
下
ハ
皆
農
入
と
駅
場
の
伝
馬
入
廷
つ
と
め
の
者
の
ミ
に
て
高
人
少
し
、
上
掛

鋼
生
・
武
州
八
王
子
・
甲
州
都
内
の
き
ぬ
う
り
・
士
浦
へ
来
初
た
る
は
元
禄

毎
当
代
の
御
入
部
時
分
を
始
と
す
、
興
事
元
年
国
耕
接
持
分
に
京
よ
り
帯
売
却

て
来
る
と
砲

右
の
史
料
は
、
一
元
禄
年
間
に
横
生
の
寵
人
が
、
常
州
の
土
諸
に
お
い
て
絹
商
売
を

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、
恐
ら
く
「
国
売
」
と
い
う
影

態
で
の
商
取
引
と
患
わ
れ
、
栴
生
に
お
い
て
京
都
と
の
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う

ι会

る
頃
に
は
、
関
様
に
「
国
売
」
が
近
隣
に
絹
を
売
れ
ソ
歩
い
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
宝
永
年
中
以
降
の
桐
生
と
京
都
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
取
引
先
の
問

屋
の
手
代
が
横
生
ま
で
賢
い
付
け
に
来
て
い
た
が
、
「
国
売
」

の
場
合
、
桐
生
の
高

入
告
ら
が
そ
の
荷
を
運
ん
だ
と
怠
わ
れ
、
土
浦
方
蕗
に
出
蕎
す
る
場
合
、
恐
ら
く
は

吋
瀬
戸
井
街
道
」
を
科
揺
し
て
、
駄
馬
で
運
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ぞ
れ
故
に
、

こ
の
吋
瀬
戸
弁
密
道
」
に
お
け
る
揃
取
引
形
態
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を

〔次
史に
料克
二5て
〕も、

き
た
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〈
端
裏
番
〉

〈
朱
筆
〉

「
悪
名
村
出
入
御
裁
許
写

「
事
保
十
一
一
一
串
年
五
月
口

思
名
村
甚
右
衛
門
訴
出
候
は
、
甚
定
衛
門
磯
上
州
館
林
足
利
損
金
高
鱗
辺
呑

茶
中
翼
商
売
仕
渡
世
相
立
来
り
、
右
茶
荷
物
境
町
古
前
町
河
岸
え
古
来
よ
り
出

し
来
り
道
筋
ニ
御
窪
侯
加
潟
、
右
道
筋
を
捨
て
仁
連
町
え
懸
り
茶
荷
物
可
鮒
送
皆
、

仁
連
町
普
省
衛
門
申
侯
、
然
れ
共
只
今
迄
荷
物
関
送
候
灘
筋
は
野
道
新
道
一
一
て

も
無
之
、
吉
来
よ
り
通
路
仕
来
り
接
選
一
一
て
、
右
道
筋
を
打
綿
仁
連
町
へ
懸
り

候
へ
ハ
半
道
余
之
畑
り
、
殊
ニ
新
規
成
車
方
得
心
難
仕
候
、
其
上
館
林
よ
り
手

鍔
選
茶
三
駄
古
判
道
へ
鮒
選
候
処
、
仁
連
町
よ
り
差
留
メ
張
、
先
格
之
過
不
相

陣
様
…
一
被
仰
付
寄
薮
下
露
申
之

仁
連
町
答
侯
は
、
仁
連
町
立
儀
典
筋
出
入
之
膏
物
摘
払
之
宿
場
ニ
て
、
此
度



思
名
村
よ
り
境
町
吉
河
町
へ
付
越
畿
道
筋
偽
り
接
、
境
町
え
之
柱
還
仁
遮
町
谷

員
防
御
定
之
道
筋
井
仁
連
時
よ
り
古
河
町
へ
継
来
り
候
、
是
又
道
法
之
議
半
道

近
有
之
段
特
定
候
、
縦
道
法
近
鉄
共
往
還
差
標
、
殊
一
一
七
連
町
地
内
脇
道
佐
候

段
不
嘉
一
一
鶴
、
甚
右
衛
門
儀
近
年
上
州
沼
商
人
創
出
請
茶
商
売
仕
、
諦
物
付
越
候

様
及
承
換
問
、

々
相
断
換
え
共
附
脇
は
扇
不
申
其
通
り
仕
罷
有
様
、
右
附
越

道
筋
野
道
脇
道
一
一
無
紛
候
、
本
譜
ニ
て
鰐
次
候
様
被
仰
付
可
被
下
旨
申
之

右
出
入
遂
吟
味
之
始
、
甚
右
構
内
義
茶
中
買
売
之
儀
年
久
敷
頼
書
物
無
之
、
弐
捨

年
以
前
丑
年
茶
蕎
物
駄
柚
践
報
葉
出
候
、
茶
荷
之
儀
例
年
丸
五
六
百
駄
鞍
宛
仕
立
所

々
商
人
へ
売
渡
、
患
名
村
よ
り
古
荷
町
境
町
河
岸
へ
付
出
し
来
り
候
由
串
之
換
え

共
、
右
道
筋
掃
出
銀
鉱
之
誌
拠
無
之
候
、
仁
連
町
申
候
は
、
思
名
村
よ
り
仁
連
町

へ
懸
り
古
海
境
え
付
送
り
侯
鉱
山
之
鹿
申
侯
え
共
、
是
又
証
拠
無
之
、
七
連
町
間
量

賂
帳
遊
吟
味
候
所
、
八
年
以
前
丑
年
思
名
村
近
所
水
口
村
吉
兵
衛
茶
荷
物
拾
弐
駄
、

仁
連
宿
よ
り
谷
良
え
襟
度
付
送
り
義
嫁
帳
番
載
有
之
換
え
共
、
其
外
一
一
は
附
出
繰

荷
物
馬
継
鍵
不
桔
見
証
拠
不
相
成
候
、
勿
論
双
方
立
会
道
法
為
致
侠
一
所
、
思
名
村

よ
り
七
連
町
本
道
へ
相
懸
り
、
境
湾
岸
へ
按
三
丁
余
近
、
古
河
河
岸
へ
五
拾
関
余

遼
侯
曲
、
然
上
は
患
名
村
よ
り
通
路
仕
来
り
候
由
申
、
道
筋
近
道
申
ニ
て
は
無
之
、

本
道
え
不
棺
懸
右
道
惑
通
来
り
侯
、
仁
連
防
よ
り
不
相
棒
差
置
候
犠
と
相
関
へ
、

患
名
村
之
犠
往
還
館
ニ
て
も
無
之
、
脇
道
よ
り
階
出
侯
荷
物
之
官
ゆ
ニ
鉄
条
、
恩
名

村
よ
り
古
河
荷
境
町
両
河
岸
へ
隊
出
侯
舟
麹
シ
エ
成
侯
荷
物
、
又
ハ
・
右
前
岸
一
一
て

商
人
え
払
之
荷
物
之
分
ハ
、
仁
連
可
へ
本
椋
懸
脊
来
り
道
筋
附
出
候
共
、
可
為

{
手
腿
カ
〉

勝
次
第
候
、
次
荷
物
ハ
七
連
前
差
出
馬
継
可
仕
謀
、
有
野
州
器
賀
郡
乙
女
河
岸

よ
り
付
出
鏡
北
持
物
、
白
光
道
関
々
田
町
付
越
候
一
一
付
、
一
兆
禄
年
中
及
出
入
一
一
其
節

落
着
之
趣
唯
寄
臨
之
通
り
裁
許
申
付
け
供
問
、
自
今
以
後
双
方
此
旨
を
可
椋
守
者

告

享
保
十
三
年
申
五
月

池
田
事
八
郎

右
裁
許
之
鰻
承
知
仕
双
方
奉
畏
候
、
然
ル
上
は
思
名
村
よ
り
吉
前
町
境
前
南
河
岸

へ
附
出
候
茶
荷
物
、
井
右
両
湾
岸
一
一
て
窮
人
え
払
挟
荷
物
之
議
ハ
、
仁
連
町
へ
不

相
懸
有
来
候
道
務
附
出
挟
共
勝
手
次
第
一
一
可
仕
候
、
車
一
一
先
々
之
宿
え
隙
送
候
荷

物
老
、
右
両
河
岸
場
へ
鮒
出
之
荷
物
串
偽
造
通
し
挟
歌
、
又
は
他
一
所
よ
り
之
送
り

待
物
、
思
名
村
一
一
て
取
次
付
出
横
様
成
紛
敷
嬢
仕
関
敷
候
、
若
此
旨
安
相
背
候
ハ

、
何
分
之
曲
事
に
も
可
被
仰
付
候
、
依
之
双
方
印
形
艶
上
串
供
、
以
上

下
総
国
結
城
郡
患
名
村

率
五
月

甚
右
密
門

訴
訟
人

名
主

勝
右
衛
門

同
国

猿
島
郡
仁
連
町
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名
主

普
右
衛
門

組
頭

治
在
鑑
問

こ
の
史
料
は
、
享
保
十
一
一

(
一
七
二
人
〉
に
恩
名
村
〈
現
茨
域
果
猿
島
郡
一
一
一
和

町
)
で
「
呑
茶
中
買
酪
売
」
を
し
て
い
た
装
お
衛
門
と
、
そ
の
近
く
の
仁
連
町
〈
現

茨
城
県
猿
島
郡
三
和
町
)
の
問
屋
欝
右
衛
門
と
の
開
に
起
こ
っ
た
出
入
の
裁
許
状
で

あ
る
。
そ
の
出
入
の
内
容
は
、
甚
右
衛
門
の
茶
荷
物
を
、
出
荷
の
際
、
仁
蓮
町
を
通

す
か
通
さ
な
い
か
と
い
う
件
で
訴
状
沙
汰
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
出
入
一

件
か
ら
は
、
様
々
な
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
右
の
裁
許
状
か
ら
、
甚
者
衛
門
の
「
呑

茶
中
翼
商
売
」
に
関
し
て
判
明
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

叢
右
審
問
は
、
「
弐
捨
年
以
前
丑
年
茶
荷
物
敦
賀
棋
」
を
提
出
し
て
い
る
こ



と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
初
頭
よ
り
茶
商
売
を
行
っ
て
い
た
。

② 

年
間
の
取
引
量
は
「
五
六
百
駄
」
程
で
あ
っ
た
。

③ 

茶
荷
物
は
古
河
町
と
境
町
の
両
河
岸
へ
送
り
、

そ
こ
か
ら
「
舟
廻
シ
」
と
す

る
か
、
或
い
は
両
町
に
来
る
各
地
の
商
人
へ
売
却
す
る
か
し
て
、
各
所
へ
配
送

さ
れ
て
い
た
。

④ 

善
右
衛
門
に
よ
れ
ば
、
「
甚
右
衛
門
儀
近
年
上
州
辺
商
人
引
請
茶
商
売
仕
」

と
あ
り
、
最
近
で
は
上
州
の
商
人
と
直
接
取
引
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

(
但
し
、
甚
右
衛
門
の
主
張
で
は
、
随
分
以
前
か
ら
こ
の
地
方
と
取
引
を
行
う

こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
)
。
こ
の

「
上
州
辺
」
と
は
、

よ
り
具
体
的
に
は
「
館
林
足
利
桐
生
高
崎
辺
」
(
上
州
の
館
林
・
桐
生
・
高
崎
、

下
野
の
足
利
)

で
あ
っ
た
。

⑤ 

右
の
際
に
は
、
③
の
後
者
の
パ
タ
ー
ン
に
近
い
形
で
茶
荷
物
取
引
を
行
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
文
中
に
「
館
林
よ
り
手
馬
遣
茶
三
駄
古
河
道
へ
附
遣

候
」
と
あ
り
、
こ
の
ケ

l
ス
で
は
、
館
林
の
商
人
が
、
自
ら
の
馬
を
「
古
河

道
」
を
通
っ
て
出
向
か
せ
て
い
る
。
こ
の
「
古
河
道
」
と
は
瀬
戸
井
街
道
の
こ

と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
甚
右
衛
門
方
の
宰
領
が
直
接
取
引
地
に
運

ぶ
の
で
は
な
く
、
取
引
先
の
商
人
方
の
馬
が
近
辺
ま
で
や
っ
て
来
て
、
茶
荷
物

を
積
ん
で
帰
る
と
い
う
手
順
を
採
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
茶
荷
物
の
受

け
渡
し
の
場
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、
仁
連
町
で
善
右
衛
門

ら
に
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甚
右
衛
門
の
い
る
恩
名
村
の
か
な
り

近
く
ま
で
館
林
の
商
人
が
出
向
き
、
取
り
引
き
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

現
在
の
茨
城
県
西
部
(
下
妻
・
結
城
・
猿
島
地
方
)

で
は
、
既
に
十
七
世
紀
後
半

に
は
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
史

料
か
ら
は
、
十
八
世
紀
前
半
に
は
、
茶
の
取
引
を
通
し
て
、
猿
島
・
下
妻
地
方
と
、

上
州
館
林
・
桐
生
地
方
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
る
。

そ
の
際
、
「
瀬
戸
井
街
道
」
が
、
両
地
方
を
結
ぶ
人
・
物
の
流
通
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
尚
、
境
河
岸
に
お
け
る
延
享
三
年

の
「
諸
荷
物
駄
賃
船
賃
定
帳
」
に
は
、
上
州
行
の
茶
荷
の
駄
賃
規
定

(
一
七
四
六
)

が
あ
り
、
境
河
岸
か
ら
上
州
に
向
け
て
頻
繁
に
茶
が
出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
両
地
域
は
、
「
瀬
戸
井
街
道
」
を
通
じ
て
物
資
の
や
り
と
り
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
も
重
要
な
産
物
が
猿
島
茶
で

あ
っ
た
。
十
七
世
紀
末
に
お
い
て
は
、
こ
の
ル

l
ト
を
通
し
て
桐
生
地
方
よ
り
土
浦

方
面
へ
向
け
て
絹
が
出
荷
さ
れ
、
少
な
く
と
も
十
八
世
紀
初
頭
に
は
猿
島
地
方
よ
り
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桐
生
地
方
へ
茶
が
出
荷
さ
れ
る
と
い
う
、
相
互
依
存
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
桐
生
地
方
か
ら
土
浦
方
面
へ
向
け
た
絹
取
り
引
き
が
い
つ
頃
ま
で
継
続
し
て

い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
禄
年
間
以
降
も
し
ば
ら
く
続
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、

桐
生
の
絹
商
人
は
土
浦
方
面
へ
絹
を
売
り
に
行
き
、

そ
の
帰
途
に
猿
島
茶
を
仕
入
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
十
九
世
紀
前
半
に
は
、
会
津
地
方
の
麻
商
人
に
お
い
て
も
、
麻
を
江
戸
に
出

荷
す
る
場
合
、
江
戸
か
ら
の
帰
り
に
猿
島
茶
を
手
に
入
れ
て
帰
る
と
い
う
事
例
が
見

ら
れ
、
こ
う
し
た
猿
島
茶
の
流
通
を
め
ぐ
る
地
域
間
関
係
と
そ
の
変
化
は
、
今
後
き

ち
ん
と
究
明
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。



東
準
地
方
の
女
子
労
働

i
吋
織
物
之
記
』
の
記
述
か
ら
!

で
は
、
右
M
L
考
察
し
て
き
た
よ
う
な
地
域
興
関
係
を
築
い
て
い
た
東
毛
地
方
に
お

い
て
、
女
子
労
畿
は
ど
の
よ
う
な
形
態
を
取
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
円
樹
生
前
議
及
鰻
織
物
由
来
記
恥
〈
以
下
旬
織
物
由
来
記
』
〉
と
い
う
、
楠

生
地
方
記
お
け
る
織
物
業
の
展
開
過
胞
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
た
書
が
あ
る
。
こ

は
明
治
十
九
年
(

あ
る
。
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
も
と
は
棋
生
新
町
の
新
屠
家
に
あ
っ
た
も
の

八
八
六
)

の
写
本
で
あ
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
摂
の
所
蔵
で

で
あ
る
。
原
本
は
、
こ
の

の
内
審
か
ら
、
桐
生
新
町
の
織
盤
新
居
年
一
兵
鑑
議

輩
が
本
人
の
体
験
談
を
明
和
八
年
(
一
七
七
一
〉
頃
書
き
記
し
た
も
の
に
、
そ
の
息

子
義
兵
禽
時
樽
が
綾
文
を
付
し
、
更
に
甚
兵
衛
の
息
子
東
市
繁
謙
が
そ
の
両
方
を
築

写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
は
、
桐
生
織
物
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
与
一
兵

禽
本
人
の
体
験
誌
が
口
器
体
で
審
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
状
況
を
詳
し
く
見
る
こ
と

が
出
来
る
。

そ
の
中
で
与
一
兵
衛
は
、
東
毛
地
方
に
お
け
る
、
女
子
奉
公
人
の
様
子
を
詳
し
く

語
っ
て
い
る
。
そ
の
一
文
に
は
、

館
林
舗
前
々
わ
下
妻
や
猿
嶋
領
之
蒸
摘
奉
公
、
奥
州
海
道
小
山
葬
江
勤
さ
せ
け

る
か
、
補
生
ニ
謂
わ
野
山
か
け
せ
ず
上
織
の
勤
、
給
金
過
分
一
一
資
事
な
り
け
れ

ハ
、
我
も
/
¥
と
棋
生
江
登
る

と
い
う
よ
う
に
あ
り
、
こ
の
史
料
か
ら
、
上
州
館
林
地
方
の
女
性
の
奉
公
先
は
、

「
前
々
」
(
寛
保
年
聞
の
水
害
以
前
、
後
述
)

に
は
主
と
し
て
下
妻
や
獄
島
、
小
山

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
館
林
地
方
は
、
後
述
す
る
が
、
策
保
年
間
〈

七
西

ー
四
四
)
以
韓
、
構
余
地
方
へ
多
数
機
繰
女
子
奉
公
人
が
出
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

与

兵
俸
に
よ
れ
ば
、
彼
女
遣
は
「
前
々
」
に
は
下
妻
や
接
農
に
奉
公
す
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
そ
の
場
合
は
「
茶
横
溝
公
」

で
あ
れ
ソ
、
農
業
労
働
と
し
て
の
奉
公
を
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
方
、
小
山
に
奉
公
し
た
場
合
は
、
こ
こ
で
は
特
筆
さ

れ
て
い
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
宿
場
で
の
下
女
奉
公
の
類
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
の
よ
う
に
館
林
地
方
の
女
性
が
下
叢
・
猿
識
や
小
山
と
い
っ
た
地
域
に
奉
公
広
出

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
館
林
近
隣
に
お
い
て
は
、
下
女
奉
公
以
外
に
、
技
術
的
に

女
子
労
働
を
代
え
る
鹿
業
や
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
安
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
下
女
挙
公
以
外
の
女
子
労
轍
と
い
え
ば
、
「
茶
摘
」
が
あ
げ
ら
れ
、
館
品
祢

領
か
ら
近
い
茶
の
麗
地
と
し
て
下
妻
・
猿
島
地
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
館
林
額
の
女

性
労
働
の
場
と
し
て
こ
の
培
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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館
林
地
方
と
下
棄
・
譲
島
地
域
と
は
ベ
前
項
で
見
た
よ
う
に
、
茶
敢
引
に
よ
っ
て

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域
的
な
結
び
つ
き
が
前
提

と
な
っ
て
、
館
幹
の
女
性
の
就
業
機
会
が
議
島
・
下
妻
両
地
方
に
求
め
ら
れ
て
い
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
先
の
一
文
は
、
そ
う
し
た
彼
女
達
が
、
近
く
て
給
金
が
良
い
と
い
う
条
件

に
よ
り
、
段
々
と
そ
の
就
業
機
会
を
謂
生
に
求
め
て
い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
彼
女
達
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
欄
生
培
方
に
躍
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
次
に
晃
て
い
き
た
い
。

言
織
物
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
寛
保

の
利
根
川
の
水
害
で
大

(
一
七
四
二
)

観
縮
問
と
な
り
困
窮
し
た
利
接
川
筋
の
村
々
か
ら
糊
生
地
方
に
女
子
奉
公
人
が
来
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
数
が
年
々
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
科
犠
川
務
の

村
々
と
は
、
舞
木
村
〈
現
群
縄
県
邑
楽
郡
千
代
田
有
了
下
大
輪
村
(
現
群
馬
県
邑



楽
部
明
和
村

γ
逆
巻

-
川
保
{
川
股
〕
村

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
村
〉
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
悲
公
人
が
来
た
持
は
、
当
初

きず

与
一
兵
衛
や
そ
の
縁
故
の
者
が
そ
の
詣
所
を
提
供
し
、
そ
こ
か
ら
溝
公
先
が
決
定
さ

れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
廷
享
三
年
(
一
七
四
六
)
に
は
そ
の
教
が
一
ニ

O
人
余

に
達
し
、
個
人
的
な
世
話
で
辻
処
理
し
き
れ
ず
、
そ
の
頃
よ
り
奉
公
人
審
と
呼
称
さ

れ
る
、
事
公
人
の
斡
捷
業
を
営
む
者
が
現
れ
た
。
「
奉
公
人
寵
一
元
担
」
と
呼
ば
れ
る

若
松
臆
清
右
衛
門
は
、
告
ら
館
林
城
下
や
蕗
林
藩
支
配
下
の
村
々
を
訪
れ
、
女
子
奉

公
人
の
獲
得
に
勤
め
て
い
る
。
こ
の
斡
綻
業
者
は
、
少
な
く
と
も
宝
勝
期
〈

七
五

f

ム
ハ
四
〉
に

官
級
物
曲
来
舵
M
U
よ
れ
ば
、
悲
公
人
穫
は
、

盛
期
に
は
七
轄
で
年
間
七
百
人
粧
を
斡
擁
し
て
い
た
と
い
う
。
斡
旋
時
期
〈
奉
公
人

出
替
日
〉
は
十
二
丹
上
旬
で
、
奉
公
人
市
と
呼
ば
れ
、
か
な
り
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

こ
う
し
た
斡
旋
は
摂
生
新
軒
で
行
わ
れ
た
が
、
奉
公
先
は
必
ず
し
も
棋
生
新
町
と
は

限
ら
ず
、
市
自
に
は
近
在
か
ら
も
女
子
奉
公
人
雇
用
を
希
望
す
る
者
が
や
っ
て
き
た
。

つ
ま
り
桐
生
新
町
は
、
単
に
、
館
林
領
か
ら
の
女
子
奉
公
人
の
奉
公
先
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
徐
々
に
近
在
村
へ
の
女
子
労
働
力
の
供
給
地
と
も
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
次
の
史
料
辻
、
吋
織
物
由
来
記
白
血
に
え
が
か
れ
た
、
構
公
人
宿
(
寄
屋
)
の
斡

旋
の
様
子
で
あ
る
。

上
中
並
織
控
品
々
な
り
し
、
其
中
、
上
織
わ
格
別
に
緩
ま
へ
よ
け
れ
ハ
、
是
を

抱
た
し
慈
ん
と
宿
産
江
尋
見
る
に
、
門
口
か
ら
ゑ
い
た
う
/
¥
縄
め
ん
/
¥
と

声
限
り
瀬
々
ト
持
分
テ
行
、
亭
主
に
逢
テ
、
上
識
あ
ら
ハ
我
ら
方
へ
鐸
世
話

/
¥
を
押
か
へ
し
い
わ
れ
て
亭
主
ハ
見
向
も
セ
す
、
遥
々
来
り
し
人
見
て
鼻
テ

挨
拶
し
、
上
議
わ
あ
ら
方
に
済
口
し
究
れ
と
も
、
然
シ
と
れ
も
よ
ふ
緩
ま
す
る
、

ど
れ
成
供
御
見
物
候
て
縛
相
談
し
相
究
ん
と
脅
し
合
た
の
し
む
;
〈
中
路
〉
a

彼
わ
巴
然
手
掛
に
て
嫌
な
ら
わ
せ
し
物
な
る
か
、
今
わ
上
織
の
関
へ
あ
り
、

A
A
W
に

}

(

抽

聞

と

}

を
抱
ん
と
親
父
金
導
て
関
に
、

ι今
し
か
と
し
て
究
た
る
所
も
な
し
、
前
度
競

か
識
な
ら
い
の
時
分
脅
世
話
ト
雷
御
息
に
な
り
し
今
ハ
相
応
に
緩
ま
す
よ
し
、

御
家
か
ら
輪
金
不
足
ニ
て
茂
参
り
勤
度
娘
か
願
と
い
わ
れ
て
、
内
談
し
テ
亭
主

に
語
る
に
、
イ
ヤ
是
あ
れ
か
事
ハ
先
達
而
此
方
江
棺
談
シ
う
け
て
童
所
有
ト
言
、
¥

奉
公
人
親
父
ハ
片
時
も
卒
ク
請
し
て
一
民
り
度
と
患
ふ
か
故
に
、
議
か
観
染
之
御

家
な
り
、
何
と
そ
外
を
は
っ
し
て
成
供
参
り
度
ト
顧
し
な
り
と
離
も
、
合
点
セ

す
し
て
、
別
器
約
束
ハ
な
け
れ
供
、
常
々

そ
残
し
け
る
、

夫
よ
り
最
弗
な
く
中
識
位
を
抱
一
ア
上
織
分
之
給
金
な
り
シ

右
の
よ
う
に
、
機
縁
奉
公
人
は
そ
の
技
術
に
よ
り
上
・
中
・
設
と
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
、
麗
主
側
は
、
技
欝
の
高
い
悲
公
人
を
希
望
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
蕎
要
の
高
さ
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に
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
技
術
の
高
い
奉
公
人
を
雇
う
の
は
茜
難
で
あ
っ
た
。
奉
公

人
宿
も
そ
う
し
た
状
、
況
を
利
用
し
、
な
る
べ
く
自
分
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
取
り
計

ら
い
、
普
段
よ
り
連
蕗
の
島
る
(
つ
ま
り
付
け
届
け
な
ど
あ
る
)
護
い
主
へ
上
織
を

斡
旋
し
て
い
た
。
そ
の
為
、
以
前
あ
る
雇
い
主
の
所
で
織
物
設
第
を
身
仁
つ
け
さ
せ

川
上
織
」
と
な
っ
た
奉
会
人
で
さ
え
、

い
主
と
嚇
公
人
側
と
の
結
対
で
麗
う
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
こ
の
地
域
が
識
物
業
を
急
激
に

飛
躍
さ
せ
、
繰
り
手
へ
の
欝
饗
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
に
織
り
手
と
し

て
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
女
性
が
多
数
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

右
の
館
林
額
の
女
子
の
構
生
地
域
へ
の
奉
公
は
、
『
織
物
由
来
記
』
の
中
で
は
水

害
を
契
機
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
女
子
奉
公
人
の
増
加
は
、
実
際
に
は
元
文
三

年
(
一
七
三
入
)
に
構
生
地
方
に
高
機
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
草
接
の
原
国
で
あ
る



と
考
え
ら
れ
る
。
立
総
物
由
来
記
恥
に
よ
れ
ば
、
利
穣
川
筋
で
水
害
の
あ
っ

〔
史
料
何
回
〕
〈
傍
線
筆
者
)

一
年
頃
に
は
、
高
機
は
「
山
揺
郡
勢
多
郡
新
聞
郡
齢
構
領
館
林
額
足
利
郡
西
上
州

乍
恐
以
寄
付
帯
願
上
接

安
中
諸
国
其
外
所
々
」

へ
ひ
ろ
ま
っ
た
と
い
う
。
『
織
物
由
来
記
』
に
辻
、

溺
井
大
学
頭
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
町
苔
姓
蕃
左
欝
門
奉
申
上
候
、
損
生
町

初
の
奉
公
内
容
に
は

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
後
に
は
、
史
料
一
二
、
に

始
補
生
標
題
蛤
八
ケ
村
之
儀
山
開
地
狭
之
所
故
農
業
務
己
ニ
部
設
世
難
相
成
、

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
専
ら
機
織
労
働
立
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、

従
古
来
議
糸
絹
家
業
佐
、
女
恭
公
入
者
同
州
舘
材
領
野
Mm佐
野
足
科
辺
よ
り
忍

績
候
所
、
近
年
一
一
鉢
奉
公
人
数
少
龍
成
長
上
、
館
幹
御
領
者

東
一
一
付
弥
奉
公
人
払
底

平
段
無
之
程
之
仕
合
ニ
而
難
議
至
極
仕
候
、
依
之
隣
菌
之
儀
御
窺
骸
問
、
鐘
後

、
今
資
家
業
渡
世
可
仕

期
生
地
方
の
み
な
ら
ず
、
織
物
技
術
を
身
に
つ
け
た
館
葬
地
方
の
女
性
に
支
え
ら
れ
、

飛
躍
し
た
根
生
織
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
遺
在
の
女
性
が
機
織
の
技
術
を
身
に
つ

去

け
て
行
く
に
つ
れ
、
栴
生
と
し
て
は
そ
の
女
性
奉
公
人
の
獲
得
が
理
難
に
な
っ
て
い

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
項
で
、
そ
の
犠
予
を
見
て
行
き
た
い
α

冨
江
健
越
、
女
奉
公
人
召
抱
糸
絹
苧
業
相
仕
込
申
度
難
存
供
、
尤
相
対
之
犠
一
一

御
謹
候
得
共
、

一
指
箆
之
道
法
女
奉
公
人
者
連
候
事
ニ
御
鹿
候
糊
側
、
若
於
途

構
生
織
物
の
発
展
に
伴
う
女
子
奉
公
人
雇
用
の
変
化

中
故
障
之
儀
等
鐸
座
候
市
者
装
難
犠
仕
棋
儀
ニ
得
控
候
ニ
付
、
可
相
成
街
儀
一
一
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櫛
鹿
候
ハ
¥
右
道
中
筋
縄
料
井
御
私
領
方
江
兼
市
被
為
懸
御
声
被
下
麓
侯
様

省
の
よ
う
に
、
網
生
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
い
て
こ
の
地
域
に
お
い
て
高
壌
に

奉
額
上
候
、
在
候
得
者
、
差
障
供
者
も
脊
御
座
間
錨
禁
事
引
取
候
犠
ニ
商
格
別

よ
る
畿
物
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
奉
公
人
移
動
が
激
し
く
な
っ
た
。
特
に
、

勝
手
ニ
も
罷
成
候
儀
ニ
御
雄
候
問
問
、
此
段
奉
申
上
候
、
御
慈
悲
を
以
願
之
議
被

技
術
の
涜
出
を
恐
れ
た
相
生
地
方
で
は
、
安
永
十
年
(
一
七
人

詔
ケ
村
の
者
が
領
外
へ
出
て
機
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
り
、
逆
に
ま
た
、
欄
生

〉
に
棋
生
領
五
十

為
停
付
被
下
聾
候
ハ
¥
構
生
町
寵

統
挙
市
難
有
仕
合
泰
存
候
以
上

酒
井
大
学
頭
領
分

地
方
に
技
衡
を
習
得
に
来
て
い
た
館
林
地
方
の
奉
公
人
は
、
領
内
か
ら
他
領
へ
奉
公

上
組
問
山
側
飼
部
制
情
念
町

に
行
く
こ
と
を
審
か
ら
禁
じ
ち
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寛
政
六
寅
年

頼
人

欝
左
衛
門

こ
の
こ
と
は
、
近
在
か
ら
構
生
地
方
向
い
奉
公
し
、
技
術
を
習
祷
し
た
女
子
奉
公
人

臨
月

が
、
そ
の
一
応
の
技
衝
を
も
と
に
、
自
ら
の
地
域
に
お
い
て
機
を
織
る
様
に
争
っ
て

僻
奉
行
所
様

た
様
生
で
は
、
寛
政
六
年
(

七
九
回
)
に
は
越
設
か
ら
機
織
奉
公
人
の
鹿
い
入
れ

こ
の
願
書
は
ぷ
桝
金
町
百
姓
善
左
衛
門
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
の

詳
絡
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
額
書
が
受
理
さ
れ
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
が
、

い
っ
た
こ
と
も
そ
の
要
閣
の
一
っ
と
恩
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
危
機
感
を
持
つ

を
樹
策
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
関
の
経
緯
は
次
の
史
料
一
に
詳
し
い
。

桐
生
薪
町
の
「
日
用
稼
」
等
に
は
こ
の
顎
よ
り
「
越
後
者
い
が
加
わ
っ
て
く
る
こ
と

号会



が
確
龍
で
き
る
。
詫
っ
て
、
機
織
奉
公
人
に
関
し
て
も
、
こ
の
後
、
越
後
か
ら
雇
わ

れ
た
者
の
存
を
も
推
議
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
構
生

新
町
に
お
い
て
は
、
以
前
北
は
、
上
州
館
棒
・
野
焼
佐
野
・
野
州
足
利
&
は
乙
め
と

し
て
、
慎
外
か
ら
の
多
数
の
機
織
奉
公
人
が
来
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期

に
は
椴
生
新
町
内
の
機
織
奉
公
人
払
底
の
状
況
、
す
な
わ
ち
機
織
奉
公
人
襲
用
の
苦

労
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
こ
の
時
期
桐
生
新
町
全
体
の
奉
公
人
は
増
加
額

出
に
あ
り
、
こ
う
し
た
奉
公
人
払
底
状
況
は
、
恐
ら
く
、
足
利
の
発
腐
や
館
林
領
の

奉
公
人
呼
び
演
し
政
策
の
み
が
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
桐
生
新
跡
内
で
必
要

と
さ
れ
る
雇
用
労
働
力
が
増
加
に
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
供
給
が
追
い
っ
か
な

か
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
供
給
を
ど
う

確
保
し
て
ゆ
く
か
が
開
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
他
額
か
ら
奉

公
に
来
て
技
術
を
晋
持
し
た
泰
公
人
が
、
今
度
は
自
ち
の
地
域
に
お
い
て
機
を
織
る

こ
と
が
可
能
令
状
況
と
な
っ
て
来
て
い
た
こ
と
が
一
つ
の
要
国
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
機
の
移
入
と
、
高
機
を
利
携
し
た
製
機
技
術
の
普
及
を
必
要

と
し
た
桐
生
識
物
の
発
展
は
、
地
域
の
註
労
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
た
。
当
初
は
高

絵
の
事
公
が
出
来
る
所
と
し
て
他
領
か
ら
の
女
子
奉
公
人
を
呼
ん
だ
構
生
地
方
も
、

そ
の
技
術
が
各
地
に
広
ま
る
に
つ
れ
、
奉
公
人
雇
用
地
を
新
た
仰
い
求
め
る
必
要
が
生

乙
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
横
生
地
方
の
み
な
ら
ず
、
館
林
・
足
利
・
佐
野
等

の
地
方
に
お
い
て
、
女
子
の
機
織
技
衡
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
技
畿
を
そ
の
地
域
に
お

い
て
活
か
せ
る
土
壌
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
足
利
織
物
が
桐
生
議

物
の
存
在
を
脅
か
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
桐
生
地
方
を
分
さ
ず
、
直
接
江
戸
と
の
取

引
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
そ
の
一
併
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
記
お
い
て
女
子
が
機
織
技
術
を
身
に
つ
け
た
こ
と
に

よ
号
、
個
々
の
家
族
経
営
の
あ
り
方
や
生
活
が
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
饗
易
に

推
鱗
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
る
用
意
が
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

回

構
生
地
方
に
お
け
る
幕
末
の
女
子
奉
公
人

右
の
よ
う
に
機
織
技
術
の
向
上
が
一
般
化
し
て
く
る
と
、
そ
の
奉
公
の
あ
り
方
や
、

偲
々
の
家
で
の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
様
子
を

〔次
史の
料史
五室料
〕か

ら
見
て
み
た

{
滋
裏
書
}

続
生
附
江

上
州
山
田
郡
下
広
沢
村
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丑
四
丹
十
七
日

機
織
貨
滞
願
出
ル

武
者
衛
門
」

名
主

乍
恐
以
書
付
泰
顕
上
候

鳥
尉
播
之
助
知
行
所
上
州
出
田
郡
下
広
沢
村
名
主
武
右
衛
門
奉
申
上
検
、
在
犠
農
関

機
渡
世
龍
在
侯
処
、
去
ル
五
ヶ
年
巴
前
酉
年
詔
月
中
、
開
郡
境
野
村
百
姓
徳
次
郎
髄

関
村
百
姓
伊
平
次
仲
伊
場
開
道
い
た
し
右
鶴
次
郎
車
問
換
者
、
間
入
江
娘
を
縁
付
侯

処
家
内
不
和
合
一
一
付
、
隣
村
葉
鹿
村
誌
借
家
為
致
度
侯
樽
共
、
引
越
入
用
ニ
華
文
候

需
、
お
伊
助
夫
婦
…
…
賃
機
為
織
右
賃
銀
者
以
返
務
可
致
問
、
金
一
一
一
両
織
賃
先
貸
い
た

し
呉
候
様
折
入
而
按
相
願
、
無
機
関
村
百
姓
吉
兵
衛
鏑
人
ニ
語
、
右
金
用
立
機
賃
織

議
遺
シ
侯
慮
、
猶
同
年
五
月
中
容
鶴
次
郎
罷
越
、
先
年
生
閣
不
知
女
子
告
人
中
出
道

鰐

E
漉
来
ヲ
機
織
奉
公
ニ
葉
入
棋
慮
、
実
親
尋
来
勾
引
之
旨
掛
合
請
始
末
、
被
及
出

訴
候
悪
者
難
渋
至
極
…
…
付
、
前
調
様
機
織
賃
を
以
返
済
可
致
問
、
本
女
子
主
人
方
身



之
代
償
金
弐
両
是
非
共
貸
呉
候
様
折
入
而
被
相
歎
、
難
渋
之
次
第
不
見
忍
、
右
金
用

立
遣
シ
候
儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
慮
同
年
十
一
月
中
伊
助
夫
婦
も
葉
鹿
村
借
家
を
仕
舞
、

徳
次
郎
方
江
同
居
い
た
し
候
慮
、
機
紋
引
馴
候
も
の
無
之
故
、
私
抱
置
候
み
わ
ハ
手

馴
罷
在
候
ニ
付
、
同
人
を
奉
公
替
為
致
呉
、
給
金
之
儀
者
前
同
様
機
織
賃
を
以
入
金

い
た
し
度
趣
再
謄
之
願
、
無
接
給
金
四
両
壱
分
ニ
相
定
、
抱
替
い
た
し
遣
シ
候
処
、

其
後
も
種
々
之
義
申
来
リ
、
織
賃
先
借
而
巳
い
た
し
候
問
、
先
前
貸
渡
候
分
江
者
何

分
入
金
無
之
候
故
、
借
財
次
第
二
相
嵩
候
随
ひ
、
他
向
五
賃
機
請
織
私
方
機
者
更
ニ

織
不
申
、
永
々
機
足
江
懸
置
候
故
、
汚
附
寅
物
ニ
不
相
成
候
問
、
情
々
織
呉
候
様
度

々
催
促
お
よ
ひ
候
処
、
織
賃
先
借
之
分
者
他
向
五
賃
機
受
織
賃
前
借
い
た
し
私
方
江

返
済
可
致
問
、
以
来
賃
機
遣
シ
申
間
舗
機
道
具
者
早
速
引
取
可
申
旨
被
相
断
、
無
接

去
々
六
月
中
遣
シ
置
候
機
道
具
引
取
候
儀
ニ
御
座
候
、
右
ニ
付
織
賃
先
貸
取
調
候
処
、

金
五
両
三
分
鈴
有
之
、
其
外
遣
置
候
機
女
帯
地
壱
筋
元
直
段
銀
八
拾
五
匁
之
品
引
留

不
相
渡
候
問
、
右
金
並
帯
地
一
同
請
取
度
趣
及
催
促
候
慮
、
帯
地
者
聾
伊
助
博
実
ニ

打
負
寅
挽
候
問
、
代
銀
ニ
替
前
借
一
同
去
々
亥
年
七
月
迫
ニ
返
済
可
致
問
、
夫
迫
相

備
申
旨
存
外
之
挨
拶
ニ
候
故
、
驚
入
、
返
済
之
義
追
々
及
懸
合
候
慮
、
日
延
難
関
入

候
ハ
、
勝
手
次
第
可
旨
法
外
之
断
請
、
無
詮
方
日
延
い
た
し
置
、
弥
七
月
ニ
相
成
候

問
、
再
謄
催
促
お
よ
ひ
候
得
共
、
不
賓
勝
手
而
己
申
居
候
ニ
付
、
無
接
去
三
月
中
請

人
吉
兵
衛
並
組
合
方
江
済
方
取
扱
呉
候
相
頼
候
得
共
、
返
済
手
段
之
懸
合
一
向
不
仕

候
問
、
去
十
月
中
猶
村
役
人
方
江
済
方
之
儀
合
頼
候
得
共
、
弥
以
不
実
申
募
、
済
方

不
仕
右
様
之
次
第
ニ
而
者
家
業
向
差
支
難
渋
至
極
仕
候
問
、
何
卒
格
別
之
以

御
慈
悲
右
徳
次
郎
伊
助
両
人
被

召
出
前
条
不
実
之
始
末
御
糾
明
之
上
厚

御
教
戒

被
成
下
、
巳
来
家
業
体
無
惹
永
績
仕
候
様
被

仰
付
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
、
右
願

之
通
御
聞
済
被
成
下
候
ハ
¥
莫
太
之
御
仁
恵
与
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

鳥
居
橋
之
助
知
行
所

上
州
山
田
郡
下
広
沢
村

嘉
永
六
丑
年
四
月

名
主武
右
衛
門
@

差
添
人

年
寄利

兵

衛

⑪

関
東
御
取
締
御
出
役

中
山
誠
一
郎
様

右
の
史
料
は
、
下
広
沢
村
(
現
群
馬
県
桐
生
市
)
の
名
主
武
右
衛
門
か
ら
関
東
取
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締
出
役
宛
の
願
書
で
、
桐
生
新
町
の
町
役
人
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
武
右
衛

門
は
「
機
紋
引
馴
」
の
女
子
奉
公
人
を
置
き
、
「
農
問
機
渡
世
」
を
行
っ
て
い
た
。

そ
こ
に
、
境
野
村
(
現
群
馬
県
桐
生
市
)
の
徳
次
郎
か
ら
借
金
を
申
し
込
ま
れ
、
返

済
を
「
機
織
賃
」
で
行
う
こ
と
に
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
徳
次
郎
方
で
返

済
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
訴
訟
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
間
の
経
緯
は

左
の
通
り
で
あ
る
。

①
 
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
四
月
、
境
野
村
徳
次
郎
の
娘
夫
婦
(
「
伊
助
夫

婦
」
)
が
葉
鹿
村
(
現
栃
木
県
足
利
市
)

へ
借
家
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
引

越
入
用
と
し
て
、
徳
次
郎
が
下
広
沢
村
武
右
衛
門
に
金
三
両
の
借
金
を
申
し
込

ん
だ
。
返
済
方
法
は
「
伊
助
夫
婦
エ
賃
機
為
織
右
賃
銀
を
以
返
済
」
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
徳
次
郎
方
で
は
「
機
道
具
」
を
武
右
衛
門
よ
り
借
り
受
け
た
。

② 

同
年
五
月
、
徳
次
郎
が
再
び
武
右
衛
門
へ
金
二
両
借
用
申
し
込
む
。
理
由
は
、



機
議
奉
公
と
し
て
抱
え
て
い
た
「
生
閣
不
知
女
子
」
の
毅
に
見
つ
か
り
、
訴
訟

を
お
こ
さ
れ
な
い
よ
う
に
「
女
子
主
人
方
身
之
代
償
金
」
を
支
払
う
為
。
返
済

方
法
は
、
話
完
関
様
「
機
織
賃
を
以
返
捺
勺

③ 

同
年
十

丹
、
伊
勢
夫
婦
が
蕪
脱
村
の
借
家
を
引
き
払
っ
て
徳
次
郎
方
に
移

る
。
穂
次
郎
方
に
は
「
機
紋
引
馴
棋
も
の
」
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
徳
次
郎
は
、

武
者
構
内
に
奉
公
し
て
い
る
吋
手
掛
」
の
み
わ
を
自
分
方
へ
奉
公
葬
さ
せ
る
こ

と
を
要
求
。
給
金
安
定
め
(
四
南
一
分
て
そ
の
給
金
を
「
機
織
費
」
で
支
払

う
こ
と
と
す
る
。

@ 

嘉
永
四
年
〈

八
五
二
六
月
、
徳
次
郎
方
で
は
全
く
機
を
織
ら
ず
に
返
涜

を
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
た
め
、
武
者
衛
門
は
同
人
へ
遣
わ
し
て
い
た
機
道
具

を
引
き
数
る
。
結
局
借
金
返
済
誌
「
飽
向

E
賃
機
受
織
黄
詰
脅
い
た
し
」
て
払

う
(
武
在
籍
円
以
外
か
ら
質
機
を
伐
穫
に
推
用
し
た
金
を
、
武
右
衛
門
に
払

う
〉
こ
と
に
な
る
。

@ 

関
年
七
月
、
徳
次
郎
方
は
、
武
宿
衛
門
よ
り
預
か
り
、
勝
手
に
売
り
払
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
「
機
女
整
地
」
〈
見
本
品
か
)

の
代
銀
安
武
右
衛
門
に
返
却
せ

ず。

φ 

結
局
、
接
金
返
議
な
ら
ず
、
武
右
毎
門
出
訴
に
及
ぶ
。

こ
の
事
例
か
ら
は
、

い
て
、
こ
の
埠
方
に
お
け
る
借
金
逃
淡
の
方
法
の

っ
と
し
て
「
機
織
貨
」
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ぷ
小
接
」
と

い
う
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
相
手
方
の
機
織
技
術
を
あ
ま
り
控
躍
し
な
い
ま
ま
に
借

金
の
賃
機
遊
詩
を
武
右
衛
門
が
受
け
入
れ
た
の
は
、
こ
の
時
期
、
こ
の
地
域

ιお
け

る
機
織
技
術
の
一
般
的
普
及
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
賃

機
い
が
借
金
返
溝
の

て
成
立
す
る
為
に
辻
、
機
識
技
術
の
梼
及
が
前
提
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
右
の
ケ

i
ス
で
は
、
徳
次
郎
が
「
生
器
不
知
女
子
」
を
機
織
奉
公
と
し
て

麓
い
入
れ
て
い
る
。
こ
の
灘
用
が
ど
の
様
な
経
緯
で
成
立
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
女
子
の
麓
に
欺
削
附
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
節
で
克
て
き
た
よ
う
な
、

「
奉
公
人
指
い
を
通
し
た
雇
用
形
態
明
、
は
な
い
こ
と
が
指
織
で
き
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
「
奉
公
人
詣
」
を
通
さ
ず
に
、
躍
い
主
と
奉
公
人
と
の
相
対
に
よ
る
機
織
奉
公

の
麓
用
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

容
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
幕
末
記
お
い
て
は
、
機
縁
奉
公
や
、
賛
機
に
よ
る
措
金

返
済
が
志
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
翻
々
の
家
の
経
営

や
生
活
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
推
媒
さ
れ
る
。

お
わ
り
に
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十
八
世
結
前
半
に
お
い
て
は
、
下
棄
・
結
城
・
猿
島
地
方
な
ど
の
現
在
の
茨
城
県

西
部
か
ら
東
毛
地
域
へ
茶
荷
物
が
出
挺
さ
れ
、
そ
う
し
た
地
域
的
な
結
び
つ

景
に
、
湖
に
東
毛
地
壌
か
ら
茨
城
県
西
部
へ
労
偉
力
〈
女
性
の
茶
構
奉
公
〉
が
投
下

さ
れ
る
と
い
う
、
瀬
戸
井
禽
議
で
結
ぼ
れ
た
棉
瓦
依
存
関
採
が
成
立
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

し
か
し
棋
生
在
中
心
と
し
て
高
機
が
移
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
毛
地
域
内

部
に
お
い
て
女
性
の
就
業
機
会
が
生
ま
れ
、
特
に
館
林
地
方
の
女
性
は
、
そ
の

先
安
茨
城
県
西
部
か
ら
嬬
生
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
館
林
地
方
の

女
性
は
、
遠
隔
地
ま
で
行
か
ず
に
、
高
給
の
奉
公
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
東
毛
地
域
内
部
に
お
い
て
も
、
当
初
は
桐
生
地
方
へ
奉
公
し
て
製
織
技
術



を
学
ん
で
い
た
女
子
挙
公
人
も
、

そ
の
技
術
を
習
得
す
る
に
つ
れ
て
、
自
ら
の
地
境

に
お
い
て
製
織
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
と

連
動
し
て
、

野
州
の
足
利
町
な
ど
は
、
繍
生
新
町
を
通
さ
ず
記
、
周
辺
の
織
物
製
品

を
恵
被
足
利
前
に
集
荷
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
桐
生
新
前
と
争
っ
て
い
る
。
そ
し
て
右

ひ
い
て

の
よ
う
な
製
識
技
術
の
普
及
は
、
女
性
の
労
競
内
容
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、

は
個
々
の
家
の
経
営
の
あ
り
方
も
変
化
さ
せ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
各
地
に
お
い
て
製
織
技
術
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
そ
れ

ぞ
れ
が
製
品
の
出
荷
先
と
し
て
江
戸
と
密
接
な
臨
採
を
持
つ
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
あ

っ
た
諸
地
域
開
の
臨
接
的
な
商
取
引
関
係
も
ま
た
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
地
域
開
関
係
は
、
江
戸
を
仲
介
と
す
る
問
機
的
な
関
係
へ
と
変
化
し
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
特
に
織
物
業
の
普
及
の
激
し
か
っ
た
東
毛
地
壊
で
は
、
女
牲
の

労
働
の
就
労
機
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。
今
後
も
、
女
性
労
識
の
あ
ち
方

会
考
娯
す
る
欝
に
、

そ
の
地
域
的
背
景
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
る
必
腰
が
あ
る
と
患

わ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
う
し
た
地
域
的
な
変
化
に
伴
う
女
性
労
働
の
変
化
が
、

個
々
の
家
経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
も
あ

わ
せ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
(
l
〉
「
近
世
女
性
の
農
業
労
働
に
お
け
る
位
聾
」
(
『
歴
史
評
論
恥

J¥ 

一
九
八

一、同〆

〈2
〉
「
農
村
女
性
の
労
働
と
生
活
」
(
女
性
史
総
合
研
究
会
福
守
口
本
女
性
史
国
近
世
』
、

東
大
出
版
会
、

一
九
八
二
)

(
3
)
告
「
近
世
後
期
女
子
労
舗
の
変
灘
織
と
特
質
i
常
州
下
江
戸
村
那
部
内
家
女
子
奉
公
人

の
分
析
を
中
心
に

l
い
〈
近
控
女
性
史
研
究
会
叫
論
集
近
世
女
性
史
同
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
〉
、
舎
「
農
村
に
お
け
る
女
性
の
役
割
と
諸
相
」
〈
女
性
史
総
合
研
究
会
編

叫
日
本
女
性
生
活
史
近
世
句
東
大
出
張
会
、
一
九
九

O
)
、
③
「
日
本
近
世
農
村

の
「
家
」
経
鴬
体
に
お
け
る
労
犠
心
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
!
」
〈
明
臆
史
詩
論
』
五
八
八
、

九
九
九

〈4
)
群
罵
県
は
、
古
く
は
上
毛
野
国
と
呼
称
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
係
官
い
の
文
字
を
使
用

し
た
東
毛
・
中
毛
・
西
モ
・
上
毛
と
い
う
慣
用
的
な
地
域
呼
称
が
今
で
も
使
わ
れ
て

い
る
。
「
東
毛
」
は
現
棋
の
「
模
生
市
・
山
間
郡
・
太
田
市
・
新
聞
郡
・
蕗
林
市
-

m

邑
楽
郡
い
が
含
ま
れ
る
地
域
と
さ
れ
〈
『
角
川
日
本
撒
指
名
大
辞
典
出
山
群
馬
県
知
、
本

棋
で
も
そ
の
意
味
に
お
い
て
「
東
毛
」
を
使
用
し
た
。

(
5
)
前
掲
論
文
号
。
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〈6
〉
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
辺
機
生
地
方
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
類
繁
に
使
用
さ

れ
て
い
た
吋
糊
生
観
五
十
四
ヶ
村
い
と
い
う
地
域
単
位
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
辺
桝

生
領
五
十
四
ヶ
村
」
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
特
に
家
嫌

ι御
震
績
を
献
上
し
た
地
域

と
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
お
い
て
は
そ
の
支
配
関
係
が
諜
々
に
錯
蘇
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
歎
頼
書
作
成
締
な
ど
に
一
定
の
ま
と
ま
り
安
有
し
た
壊
域
で
あ
っ
た
。

上
掛
出
回
郡
・
上
州
勢
多
郡
・
野
州
足
利
郡
の
一
部
に
あ
た
る
。

(
7
〉
吋
構
生
一
織
物
史
上
場
恥
〈
棋
生
織
物
史
編
纂
会
、
一
九
三
五
)
。
典
、
本
械
で
詰

国
書
刊
行
会
は
よ
る
鍍
刊
本
(
一
九
七
臨
〉
を
参
考
と
し
た
。

(
8
)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
次
節
に
お
い
て
詳
述
。

〈9
〉
常
州
筑
波
郡
小
田
村
の
農
政
学
者
長
嶋
尉
揺
〈
一
七
八
一

1
一
八
六
七
)
の
著
で

あ
る
「
お
だ
ま
き
」
よ
り
抄
出
。
京
税
渡
町
史
史
料
集
第
一
一
一
策
』
(
一
九
人

O
〉

所
州
棋
の
も
の
を
参
考
と
し
た
。

(
m
w
)

水
一
円
か
ら
下
饗
・
古
河
を
経
て
瀬
戸
弁
(
上
州
邑
楽
郡
の
う
ち
。
現
群
馬
県
邑
楽

郡
千
代
陸
寓
)
に
歪
る
。
吋
筑
渡
山
・
下
妻
・
古
前
お
よ
び
中
総
道
方
簡
を
結
ぶ
道



路
と
し
て
発
達
」
(
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
8
茨
城
県
』
)
し
た
。

(
U
)
「
享
保
一
三
年
茶
荷
物
付
越
に
つ
き
出
入
裁
許
請
状
」
(
『
茨
城
県
史
料

会
経
潰
編
I
』
一
九
七
一
)

近
世
社

近
世
社
会
経
潰
編
I
』
(
一
九
七
こ
所
収
。

(
ロ
)
『
茨
城
県
史
料

(
日
)
南
会
津
郡
伊
南
村
の
麻
商
人
馬
場
家
の
「
覚
」
(
『
伊
南
村
史
第
五
巻
資
料
編

四
(
文
献
編
)
』
、
二

0
0
0
)
に
は
、
猿
島
茶
を
購
入
し
た
記
録
が
見
え
て
い
る
。

例
え
ば
文
化
十
三
年
(
一
八
二
ハ
)
に
は
、
「
忠
八
五
月
十
二
日
立
ニ
て
、
江
戸

へ
遣
候
、
江
戸
諸
用
相
片
付
さ
し
ま
ニ
雨
、
茶
荷
物
調
ひ
高
原
迄
七
月
廿
五
日
ニ
罷

帰
る
」
と
あ
り
、
恐
ら
く
麻
取
り
引
き
の
た
め
江
戸
へ
出
た
帰
り
に
、
茶
荷
物
を
猿

島
で
買
い
調
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
万
延

元
年
(
一
八
六

O
)
に
は
猿
島
・
越
後
・
江
戸
・
水
戸
に
て
販
売
用
の
茶
を
求
め
て

い
る
。

(
凶
)
江
戸
時
代
に
お
け
る
猿
島
茶
の
存
在
は
、
地
域
間
関
係
の
あ
り
方
の
変
化
を
示
す

一
つ
の
指
標
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
流
通
時
期
・
流

通
経
路
と
労
働
形
態
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
日
)
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
一

O

在
郷
町
篇
』
(
原
田
伴
彦
編
集
代
表
、
学
習
研

究
社
、
一
九
七
六
)
所
収
。

(
時
)
こ
の
地
域
に
お
け
る
、
奉
公
人
宿
を
通
し
た
雇
用
方
法
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
桐
生
新
町
に
お
け
る
奉
公
人
宿
の
役
割
」
(
筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
『
年

報
日
本
史
叢
一
九
九
八
』
、
一
九
九
八
)
参
照
。

(
口
)
『
桐
生
織
物
史
上
巻
』
に
は
、
「
桐
生
領
外
機
取
立
禁
止
規
約
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
に
、
近
隣
の
足
利
に
お
い
て
絹
市
再
興
が
計

画
さ
れ
た
事
へ
の
危
棋
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
桐
生
領
五
拾
四
ケ

村
」
を
対
象
と
し
て
証
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

(
同
)
群
馬
県
桐
生
市
新
居
宝
家
文
書
。

(
悶
)
こ
の
史
料
は
前
述
の
新
居
甚
兵
衛
の
家
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
、

甚
兵
衛
は
同
姓
の
善
右
衛
門
と
い
う
人
物
と
連
携
し
て
御
林
の
伐
採
を
請
け
負
う
な

ど
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
居
善
右
衛
円
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(
初
)
馨
沼
前
掲
論
文
。

(
引
)
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
)
五
月
の
「
館
林
藩
領
村
々
諸
色
値
段
井
諸
手
間
代
引

下
げ
に
つ
き
取
極
書
」
(
『
群
馬
県
史
資
料
編
目
近
世
8
』
、
一
九
八
八
)
に
は
、

次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
。

機
屋

是
ハ
奉
公
人
抱
方
我
勝
ニ
一
雄
合
、
女
子
供
最
早
十
二
三
才
よ
り
ハ
年
期
取
究
高
給

金
相
渡
候
ニ
付
、
一
旦
融
通
便
利
之
限
ニ
候
得
と
も
人
気
為
馳
、
歳
然
之
農
事
ニ

お
こ
た
り
田
畑
手
余
り
、
且
子
も
の
等
ハ
一
切
無
之
、
畢
寛
小
児
撫
育
ニ
差
支
人

少
ニ
相
成
基
候
、
其
上
当
時
の
風
柄
ニ
て
兎
角
農
を
厭
ひ
、
平
常
と
も
髪
着
る
い

と
も
取
繕
、
農
家
之
風
俗
を
崩
し
候
次
第
甚
不
宜
儀
ニ
付
、
右
渡
世
是
迄
有
来
候

分
も
追
々
相
止
、
新
規
機
屋
相
始
候
儀
者
勿
論
、
自
今
以
後
出
機
決
市
不
相
成
、

若
不
用
者
ハ
機
主
引
受
人
と
も
不
知
、
早
々
大
小
惣
代
江
申
出
其
筋
江
可
申
立
候

- 33ー

事

(
辺
)
桐
生
市
立
図
書
館
所
蔵
長
沢
家
文
書
。

(
た
で
ぬ
ま
・
あ
や
こ

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)


